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Customs and Trade Automated Interface Requirements

	（指定）品目の即時引渡し


	本章は申告者が(指定)品目の即時引渡し制度により行われる引渡し(品)を確認し追跡できるようにするﾚｺｰﾄﾞを提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X10 (出力)








LRL‑3

そのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ状態に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子X20 (出力)








LRL‑5

最大で２個までの（関税）税目番号及び最大で５個までの原産国符号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子X25 (出力)








LRL‑6

（指定）品目の即時引渡し通関と関連する船荷証券に関するﾃﾞｰﾀを提供する任意の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子X30 (出力)








LRL‑7

誤り種別とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子X40 (出力)








LRL‑8

（送信された）通関申告の総数に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞ
（指定）品目の即時引渡し
（指定）品目の即時引渡し制度は、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ技術を使って非常に繰り返しが多く、危険性［ﾘｽｸ］の低い積荷を引渡し・追跡する方法を提供する。
入力：（指定）品目の即時引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X10 及び X20 は必須の（指定）品目の即時引渡し詳細ﾚｺｰﾄﾞであって、常に提供される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子X20は、多数品目の場合、処理される各共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)毎に提供される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子X40は必須の(指定)品目の即時引渡し概要ﾚｺｰﾄﾞ[記録]であって、X10からX30までの各ﾚｺｰﾄﾞの識別子群毎に一回だけ提供される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子X30は条件付の（指定）品目の即時引渡しｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞである。もし、ｴﾗｰ[誤り]又は警告があるなら、このﾚｺｰﾄﾞはｼｽﾃﾑが生成する。
ｴﾗｰ［誤り］は併せてﾚｺｰﾄﾞの識別子X10上のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの状態を示すﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ（4桁目）にR（拒否された）又はW（警告）があることによっても指示される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子X25は任意の（指定）品目の即時引渡し詳細ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B中の適用業務識別子はXRである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X10 (出力)
これはﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの状態、輸入者番号、通関申告をする地区/通関地（符号）、通関申告者略号、申告番号、引渡し日、引渡し時刻、及び施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ[FIRMS]ｺｰﾄﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X10 (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置
(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの状態
	1A
	4
	M
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの状態を表すｺｰﾄﾞ。
有効なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの状態ｺｰﾄﾞは：
A=受理
R=拒否

W=警告付きで受理。
	

	輸入者番号
	12X
	5‑16
	M
	登録輸入者を表す番号。
	1

	通関申告をする地区/通関地　（符号)
	4N
	17‑20
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	21‑23
	M
	合衆国税関国境警備局(CBP)により現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	フィラー
	1AN
	24
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	申告番号
	8N
	25‑32
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	引渡し日
	6N
	33‑38
	M
	引渡し日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	引渡し時刻
	4N
	39‑42
	M
	引渡し時刻を表すHHMM（24時間表示の時間と分）形式での略号。
	

	施設情報ﾘｿｰｽ　管理ｼｽﾃﾑ[FIRMS]　ｺｰﾄﾞ
	4AN
	43‑46
	M
	施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)識別名を表すｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	34AN
	47‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
登録輸入者番号の有効な書式は次の通り

NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号

YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号

NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
これらの符号において、 N = 数字、 X = 英数字、YY =（その番号が割当てられた時点の）暦年の最後の２つの数字、及びDDPP =（その番号が割当てられた場所の）地区/通関地符号。
もし、その登録輸入者番号は内国歳入庁(IRS)書式であり、その最後の２桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。 ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。

古いCBP割当番号 (NNNN‑NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い書式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子X20 (出力)
これは（指定）品目の即時引渡し商品の（ための）関税率表番号若しくは関税率表番号の範囲、共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)、原産国符号、数量［量］、測定単位、及び製造者／供給者の符号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは処理される各共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)毎に繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子X20 (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	関税率表番号 1
	10X
	4‑13
	M
	最初の（関税）税目番号を表す注解合衆国実行関税率表のｺｰﾄﾞ。
	

	関税率表番号 2
	10X
	14‑23
	C
	もし、当該商品に関税率表番号の範囲が割当てられるなら、注解合衆国実行関税率表のｺｰﾄﾞ｡(範囲の最後を表す番号)
	

	共通品目分類　ｺｰﾄﾞ(C‑4)
	14AN
	24‑37
	M
	共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)は当該積荷に関する送り状に付いているC-4ﾊﾞｰｺｰﾄﾞである。（C-4ｺｰﾄﾞは関税局本部により割当てられる）
	

	原産国 1
	2A
	38‑39
	M
	１番目の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号(2番目以降は１品目に付き複数の原産国がある場合など)。有効なISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。 
	

	原産国 2
	2A
	40‑41
	C
	２番目の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。
	

	原産国 3
	2A
	42‑43
	C
	３番目の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。
	

	原産国 4
	2A
	44‑45
	C
	４番目の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。
	

	原産国 5
	2A
	46‑47
	C
	５番目の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。
	

	数量［量］
	8N
	48‑55
	M
	関税率表番号／関税率表番号の範囲と関連する数量［量］。
	

	測定単位
	3AN
	56‑58
	M
	関税率表番号／関税率表番号の範囲と関連する測定単位。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Cに掲載されている。
	

	製造者／供給者の符号
	15AN
	59‑73
	M
	製造者／供給者を表す符号。
	

	フィラー
	7AN
	74‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子X25 (出力)
これは（指定）品目の即時引渡し通関と関連する船荷証券に関するﾃﾞｰﾀを提供する任意の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは記載される各船荷証券毎に繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子X25 (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に25に等しくなければならない。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号
	16AN
	4‑19
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が16桁未満なら、左寄せする。
	

	ﾊｳｽ船荷証券番号
	16AN
	20‑35
	O
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が16桁未満なら、左寄せする。
	

	数量［量］
	8N
	36‑43
	M
	報告される船荷証券番号の最低ﾚﾍﾞﾙと関連するその数量［量］を入力する。それは最も小さい外装単位である。
	

	サブ[副次的]･ハｳｽ船荷証券番号
	16AN
	44‑59
	O
	積荷目録に記載されているところのサブ［副次的］・ハウス船荷証券番号。もし、その番号が16桁未満なら、左寄せする。
	

	輸送方式(MOT)　符号
	2N
	60-61
	M
	輸送方式(MOT)を表す符号。有効なｺｰﾄﾞは：
20 = 鉄道、コンテナ以外
21 = 鉄道、コンテナ
30 = 貨物自動車、コンテナ以外
31 = 貨物自動車、コンテナ
	

	フィラー
	19AN
	62‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子X30 (出力)
これは誤り種別とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の（指定）品目の即時引渡し詳細出力ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子X30 (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	誤り種別
	3AN
	4‑6
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別する略号。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
	30AN
	7‑36
	M
	ｴﾗｰを記述する説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	44AN
	37‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子X40 (出力)
全通関申告、(その内)受理された全通関申告、拒否された全通関申告、及び全ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞの数に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の（指定）品目の即時引渡し要約出力ﾚｺｰﾄﾞ。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子X40 (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に40に等しくなければならない。
	

	全通関申告
	4N
	4‑7
	M
	送信された通関申告の総数。
	

	受理された　　全通関申告
	4N
	8‑11
	M
	受理された通関申告の総数。
	

	拒否された　　全通関申告
	4N
	12‑15
	M
	拒否された通関申告の総数。
	

	全ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	4N
	16‑19
	M
	そのブロック中のｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞの総数。
	

	フィラー
	61AN
	20‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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